
【取組内容】 Canva，Google Forms，スプレッドシートを活用した授業展開

和歌山市立西脇中学校（和歌山県）【指定校】

様式Ⅰ-1

リーディングDXスクール事業 【実践事例】

①生徒は授業開始時に配布されたワークシートに対応するクラウド上のプレゼンテーションファイルを開く
（Google Classroomからのリンク、ワークシートの二次元コードからアクセス）。

②各教室に設置している大型液晶モニターにも映し出し、授業の進捗を明確にしながら、進めていく。

③教師が模範解答を示したり、生徒が考えを表現したものを共有し、生徒が自身のペースで必要な情報を
収集する。

④授業のまとめを、Google Formsに入力し、その結果が表示されるスプレッドシートをクラスで共有し、
他者参照をすることで、さらに考えを深める（クラウド上のプレゼンテーションファイルの最後のスライドに、

  Google Formsとスプレッドシートにリンクするボタンを用意しておき、アクセスをスムーズに工夫している）。

・理解ができなかった、まとめるのに時間がかあった場合、生徒自身のペースでスライドを遡ったり遅らせたりできる。

・従来の授業スタイルであれば、授業を欠席した場合、クラスメイトにノートを見せてもらい、写させてもらうことで
欠席をカバーしていたが、いつでも、どこでもスライドを開くことができるので、その生徒自身で前時の振り返りが
できるようになった。

・クラスメイトの考えが、瞬時に大量に参考にできるようになった。自分の表現を見てもらえる機会が増えた。
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